
VOL. 18 NO. 1 CHEMOTHERAPY 99

各種 尿路 感 染症 に対 す るCephaloglycinの 治療 効 果

百 瀬 俊 郎 ・熊 源 浄 一 ・日 高 正 昭

清 原 宏 彦

九州大学泌尿器科(主 任 百瀬俊郎教授)

楢 橋 勝 利

国立福岡中央病院泌尿器科(部 長 平田耕造博士)

I は じ め に

合 成 セ ロ フ ァス ポ リ ンCが 各 種 感 染 症 に 有 効 と認 め ら

れ て か らす で に久 しい が,尿 路 感 染 症 に 対 して もCe-

phaloridine,Cephalothinは す で に 普 遍 的 に 用 い られ

てい る。 た だ し,こ れ らは,投 与 方 法 と して 注 射 に よ ら

ざ るを え な い 点 が,一 般 臨 床 的 にか な り の問 題 とな つ て

い る。 す な わ ち,注 射 剤す べ て の共 通 問 題 で あ るが,と

くに外 来 患 者 に対 す る使 用 が 困難 と され て い る。

今 回,経 口 的投 与 可 能 な 合成 セ フ ァ ロス ポ リンC製

剤,Cephaloglycinが 塩 野 義 製 薬(Lilly)よ り開 発 さ

れ,そ の供 与 を 受 け た が,こ れ は我 々が,か ね て よ り待

ち望 ん で い た もの で あ り,真 に時 機 を 得 た も ので あ る と

考 え る。

Cephaloglycinは 次 の如 き構 造 式 を 有 し,経 口的 投 与

で充 分 の 血 中濃 度 を有 す る事 が す で に 報 告 され て い る

が,一 方,体 内に お け るDesacetyl化 が 問 題 と され て い

る2)3)。

我 々は主 と して,外 来 患 者 を 対 象 と して 本 剤 の 投 与 を

行 な い尿 路 感 染 症 に対 す る効 果 を検 討 し,若 干 の知 見 を

得 た の で報 告 す る。

II　投与対象と投与方法

対象症例は九州大学泌尿器科と国立福岡申央病院泌尿

器科の外科患者を主とし,そ れに若干の入院患者を加え

第1表　 Summary of cephaloglycin (CEG) clinical investigation 
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第2表 Summary of cephaloglycin (CEG) clinical investigation 

Complicated urinary tract infections

第3表 Clinical response of cephaloglycin in urinary tract infections
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た,男13例,女14例 の計27症 例であ る。

投 与方法 は基礎成績2)3)を参考に して1日294分 服 を

原則 としたが,症 例に よつては減量 した もの もあ る。

III成 績

単純性尿路感染症14例 の詳細は第1表 に示す。

複雑性尿路感染症12例 と非特異性全尿路 感性症1例 の

詳細は第2表 に示す。

単純性,複 雑性 をまとめて,そ の効果 を第3表 に示 し

てい るが.単 純性14例 は著効3例,有 効7例,無 効4例

で あ り有効率71.5%と な り,複 雑性12例 は著効1例,有

効4例,無 効6例,不 明1例 であ り有効率45-4%と な

る。

総計す ると27例 中著効4例,有 効11例 で あ り有効率 は

55.5%で ある。

感染菌の推移が確実に検索 出来た のは21例22株 であ り

第4表 にその結果を示 したが,菌 消失 した ものは10株 で

あ り,存 続 した ものが12株 で ある。

IV　 考 按

尿路感染症は一般感染症 に比し難治性 の もの が 多 く,

かっ感染菌の薬 剤耐性率 が 高 い とい わ れ て い るが1)5),

我 々も同様の傾向を認 めてい る7)。

尿路感染症に難治な ものが 多い理 由の一つは尿路に何

等かの誘因,基 因を有す るもの,す なわ ち複雑性 と我々

が呼んでい るものが多い ためで ある。具体的にい えば尿

路 停滞 をきたす よ うな器質的,機 能的疾患,尿 路腫瘍,

尿路結石,尿 路異物 などであ る。

もしこの様な基疾患が存在すれ ば,い か に優秀な化学

療法剤 を使用 して も感染症の完治 はなか なか望み得ない

もので ある6)。

故に我々は尿路感染症に対す る薬剤の効果を検討す る

場合 は,必 ず単純性 と複雑性に区別 して行な う事に して

い る。

単純性の ものに関 しては 自然治癒傾向が よく問題 とさ

れてい る。た しかに急性単純 性尿 路感染症,例 えば急性

膀胱炎の単純性の もの は治 り易い4)。 しか し感染症 を宿

主-寄 生体相互関係 よ り成 り立 つ とす る考 え方を とるな

らば急性単 純性の ものは宿主例 に自然治 癒の傾 向を示す

働 きが強い とい う事 になる。 この場 合,寄 生体 側である

細菌に有効 な薬 剤を使用 すれば,更 に治癒傾 向を推進す

るであろ う事 も容 易に理解 され る。いいか えれ ば急性単

純 性の ものは 自然 治癒の傾向が強 いか らこそ,適 切 な化

学療法 が時機 を失せ ず行 なわれるべ きと考 え られ る。

今 回の単純性尿路感染症 に対 する成績 をみると無効例

は第1例 の急性 腎孟 腎炎を除 き第7,9,13例 共 に慢性

感染症 である。単純 性の もので も慢性 の もの は何等かの

理 由,例 えば潜んだ基疾患,不 適切な化学療法によ る薬

剤高度耐性菌の感染,院 内感染等のため急性の ものに比

す と治癒率が悪い とされてい るが,今 回 も同様の傾向を

示 してい る。

有効率71.5%は 他剤に比 して極めて優れた成 績 とはい

えないが,か な りの効果であ ると考 える。

複雑性の ものは先述 した如 く,基 疾 愚は多種 であ り,

それ らが簡単に除去出来 る ものであれ ば感染症 の治療 も

容易 とな るが,実 際には,そ のよ うな ものは極 めて少な

第4表 Response of 21 cases with bacteruria to cephaloglycin.
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い。

今 回 も腫瘍 や結石,術 後の ものが多 く,か な り長期間

基 因誘因の除去が不可能 な もので あつた。有効であった

症例 の うち,第22例 は右 腎結核の術後の感染であ り,術

後経過 と共 に治癒傾 向を示 した ものであ るが,第19例,

20例,21例 はか な りの基疾患を有 してい るのに良い結果

を得 てい る。 と くに第19例 は大腸菌 とクレブシエ ラの混

合感染で あるが,完 全に菌の消失をみてい る.

ここで尿路感染症に対す る薬剤の効果判定基準 につい

て考 えてみ る。 この基準についてはすで に何 回 も設定が

試 み られたが,ま だ一定 した ものはない 。

我 々の用いてい る方法を示 してみる と第5表 のよ うに

な る。すなわ ち感染菌の消失 が最 も翼要 な判定 因子で あ

るが,臨 床所見,尿 所見,分 泌物所 見 も同時に検索 し こ

の三者を総合的に判断すべ きと考 えてい る、要す るに感

染菌の推移 と共に一般 臨床所見 の推移 に も同程度 に重 き

を置 くべ きであ る。

なお,我 々は著効,有 効,無 効,不 明の 四段階の判定

とし,や や有効 とい う判定 は不確実な ものであ るか ら用

いてお らず,そ の 様な 症例 は無効 例 に入れ る事 として

いる。

感染 菌の推移 をみた結果 は,第4表 に示 してい るが,

混合感染1例 を含 む21例22株 が追究 出来 て,10株 の消失

を確認 した。

単純性で は 消失,存 続共 に5株 で,複 雑性 で は 消失

5株,存 続7株 で ある。

菌種別 にみるとレ ッ トゲ レ ラ,緑 膿菌 は共に2株 ず

つで あるが すべ て 消失 していない。 緑膿菌 に対 しては

CERやCETも 抗菌力 は極めて悪いが,本 剤 も同様で

あ り2)3),緑膿菌感染症には期待出来 ない と思 われた。

最 後に 副作用 で あるが 第1例 に じん ま疹様発疹 と第

3,7例 に下 痢を認 めた。3例 共に投薬を中止 したが,

症状は直 ちに消退 した。 劇作用 の 発現率は27例 申3例

11.1%と なる。余 り重篤な ものではなかったが,今 後 も

慎重に検討すべ きとの感 を抱か しめた。

V　 ま と め

1) 九州大学泌尿器科,国 立福岡申央病 院泌尿器科の

外来尿路感染症例 を主対象 とし合成 セファロスポ リンC

系の新製剤Cephatoglycinの 経 口投与を行なつた。

2) 単純性尿路感染症14例 申著効3例,有 効7例,無

効4例 で有効率71.5%で あつた。

3) 複 雑姓尿路感染症12例 中著効1例,有 効4例,無

効6例,不 明1例 で有効率45.4%で あつた。

4) 感染菌 の推移 をみた　21例22株 中,菌 の消失を

みたのは10株,存 続をみたのは12株 で あ り,レ ッ トゲ レ

ラ,緑 膿菌各2株 はともに存続 していた。

5) 副作用 は1例 に じんま疹様発疹,2例 に下痢を認

めたが投薬 中止で直 ちに症状の消退 をみた。

6) 本剤 は,単 純性尿路感染症,と くに急性の ものに

は有効 な薬剤で ある。
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第5表　 効果判定基準
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Cephaloglycin, the first oral antibiotic of the semi-synthesized cephalosporin C antibiotics was administered 

chiefly to ambulatory patients with urinary tract infections visited to our clinics of Kyushu University and 

National Fukuoka Central Hospital, and clinical studies on the drug were made. 

1) Among 14 cases of uncomplicated urinary tract infections, clinical responses of cephaloglycin were 3 cases 

in excellent, 7 cases in good and 4 cases in failure and its effectiveness was 71.5%. 

2) Among 12 cases of complicated urinary tract infections, the responses were 1 case in excellent, 4 cases in 

good, 6 cases in failure and 1 case in unevaluable and the effectiveness was 45.4%. 

3) Responses of 22 strains of causative organisms isolated from 21 cases were that 10 strains were eliminated 

and 12 strains continued to remain in the urine, 2 strains each of which Rettgerella and Pseudomonas aeruginosa 

were not eliminated. 

4) Side effects were skin rash of urticaria in one case and diarrhea in 2 cases, symptoms of which were im-

mediately disappeared after withdrawal of administration. 

5) It was evaluated that cephaloglycin was an antibiotic effective to uncomplicated urinary tract infections 

especially to the infections of acute type.


